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資本金および資本準備金の額の減少、剰余金の処分 

ならびに剰余金の配当（復配）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成23年９月28日開催予定の定時株主総会に、資本金

および資本準備金の額の減少について付議することといたしました。また、この議案の承認可決

を条件として剰余金の処分ならびに平成23年６月30日を基準日とする剰余金の配当（復配）につ

いて付議することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 

記  
 
１．資本金および資本準備金の額の減少、剰余金の処分ならびに剰余金の配当の目的および理由  
 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要な課題と捉え、業績に応じた成果の配

分を行うとともにこれを安定的に継続することを基本方針としております。また、経営成績、

経営環境、事業展開および内部留保の充実の必要性等を総合的に勘案して配当政策を決定する

方針であります。 
 
当社個別業績は、平成 20 年６月期から平成 22 年６月期までの３期間において、平成 21 年

６月 29 日で全発行済株式を譲渡した元子会社北日本化学株式会社関連の損失処理のため当期

純損失を計上し、繰越利益剰余金がマイナス（繰越損失）となったことから配当の実施を見送

らせていただきました。連結業績については、平成 22 年６月期に同様の理由で当期純損失お

よび繰越損失を計上いたしました。 
平成 23 年６月期は、収益力の強化および経営改善に努め、元子会社関連の損失処理も完了

したことから、個別業績および連結業績とも黒字転換し、今後も継続的な黒字計上を見込める

経営状況となっております。特に平成 23 年６月期の連結業績は、営業利益および経常利益と

も過去最高益を計上いたしました。 
  つきましては、業績回復傾向が明確となったことを機に、当社における過年度の繰越損失を

一掃したうえで、株主の皆様のご支援にできるだけ早期にお応えするべく、平成 23 年６月 30
日を基準日とする１株当たり 1,000 円の期末配当（復配）を実施することといたしました。た

だし、この期末配当を実施するためには、繰越利益剰余金がマイナスの状態を解消し剰余金を

確保する必要があります。 
このため、平成 23 年９月 28 日開催予定の定時株主総会において欠損填補を行い、当社の

繰越利益剰余金のマイナス残高 328,213,680 円全額を解消するとともに配当原資の確保を行

うことを目的として資本金および資本準備金の額を減少し、これによりその他資本剰余金の増

加とします。この増加したその他資本剰余金を使用して繰越利益剰余金に振替し同マイナス残

高を０円とし、そのうえで期末配当を行うものです。 
 
２．資本金および資本準備金の減少について 
（１）減少する資本金の額 



 
 会社法第 447 条第１項の規定に基づき、平成 23 年６月 30 日現在の資本金の額のうち、次の

とおりその他資本剰余金に振り替えるものであり、減少後の資本金の額を 99,000,000 円といた

します。 
○減少する資本金の額 
資本金 282,117,000 円のうち 183,117,000 円 

○増加するその他資本剰余金の額 
 183,117,000 円 
 
（２）減少する資本準備金の額 
 会社法第 448 条第１項の規定に基づき、平成 23 年６月 30 日現在の資本準備金の額の全額を

次のとおりその他資本剰余金に振り替えるものであります。 
○減少する資本準備金の額 

178,617,000 円の全額 
○増加するその他資本剰余金の額 

178,617,000 円 
 
（３）資本金および資本準備金の減少の方法 
 発行済株式総数の変更はせず、減少する資本金および資本準備金の額全額を、その他資本剰余

金に振り替えるものであります。 
 
３．剰余金の処分の内容 
 上記資本金および資本準備金の減少が原案どおり定時株主総会において承認可決されることを

条件として、次のとおり、振り替えられたその他資本剰余金のうち 328,213,680 円を使用して

会社法第 452 条の規定に基づき、繰越利益剰余金のマイナス残高を解消するとともに、その他

資本剰余金のうち 4,890,000 円を使用して期末配当を実施するものであります。 
（１）剰余金の処分に関する事項 
○減少する剰余金の項目およびその額 
その他資本剰余金 328,213,680 円 

○増加する剰余金の項目およびその額 
繰越利益剰余金  328,213,680 円 
 

（２）期末配当に関する事項 
○配当財産の種類 
 金銭 
○株主に対する配当財産の割当に関する事項およびその総額 
 当社普通株式１株につき金 1,000 円、総額 4,890,000 円 
 
４．剰余金の配当の内容について 
 決定後 直近の配当予想 

（平成 23 年５月６日)
前期実績 

（平成 22 年６月期）

基準日 平成 23 年６月 30 日 同左 平成 22 年６月 30 日 
１株当たりの配当金 1,000 円 00 銭 0 円 00 銭 0 円 00 銭 
配当金の総額 4,890,000 円 0 円 0 円 
効力発生日 平成 23 年９月 29 日 － － 
配当原資 資本剰余金 － － 
（注）純資産減少割合 ０．０３７（小数点以下３位未満切り上げ） 



 
 
（ご参考）上記処理について（当社個別） 

（単位：円） 
 

平成 23 年６月 30 日
資本金および 

資本準備金の減少 
剰余金の処分 処理後 

資本金 282,117,000 △183,117,000 － 99,000,000
資本剰余金 178,617,000 183,117,000 △333,103,680 28,630,320

資本準備金 178,617,000 △178,617,000 489,000 489,000 

その他資本剰余金 － 361,734,000 △333,592,680 28,141,320
繰越利益剰余金 △328,213,680 － 328,213,680 0
合計 132,520,320 0 0 127,630,320
配当 － － 4,890,000 － 
 
５．資本金および資本準備金の減少、剰余金の処分ならびに期末配当に関する日程 
（１）取締役会決議日         平成 23 年８月８日 
（２）債権者異議申述公告日      平成 23 年８月 22 日（予定） 
（３）債権者異議申述最終期日     平成 23 年９月 22 日（予定） 
（４）定時株主総会決議日       平成 23 年９月 28 日（予定） 
（５）資本金および 

資本準備金の減少の効力発生日  平成 23 年９月 28 日（予定） 
（６）配当基準日           平成 23 年６月 30 日 
（７）剰余金の配当効力発生日     平成 23 年９月 29 日（予定） 
 
６．今後の見通し 
 本件資本金および資本準備金の減少、剰余金の処分による利益剰余金のマイナス残高の解消

（欠損填補）は、純資産の部の勘定内の振り替え処理となりますので、当社の純資産に変動はな

く、業績に与える影響はありません。また、剰余金の配当についても剰余金の処分のため、業績

に与える影響はありません。なお、本件の配当総額は、平成 23 年６月期の当社個別当期純利益

の範囲内の額であります。 
 上記の内容については、いずれも平成 23 年９月 28 日開催予定の定時株主総会において承認

可決されることを条件としております。 
以上 


